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(57)【要約】
　本発明は、被検者の電気生理学的活動をモニタリング
するための、特にてんかんを診断又はモニタリングする
ための装置であって、電気的脳活動を測定するための手
段と、咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段と、電
気的脳活動を測定するための手段により測定された信号
と咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段により測定
された信号を同期して取得するように構成された取得手
段と、信号処理手段と、取得手段により取得された電気
信号を前記信号処理手段に送信するための手段とを備え
、前記信号処理手段が、電気的脳活動を測定するための
手段により測定された信号の中で咀嚼筋群の電気活動を
測定するための手段により測定された信号を検出するよ
うに構成される、装置に関する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者の電気生理学的活動をモニタリングするための、特にてんかんを診断又はモニタ
リングするための装置であって、
　－　電気的脳活動を測定するための手段と、
　－　咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段であって、前記咀嚼筋群の電気活動を測
定するための手段は、テキスタイル要素に一体化された少なくとも１つの表面電極を含み
、前記テキスタイル要素は、前記少なくとも１つの電極を被検者の頭部の一部と接触した
状態に保持するための手段を含む手段と、
　－　前記電気的脳活動を測定するための手段により、及び前記咀嚼筋群の電気活動を測
定するための手段により測定された信号を同期的に取得するように構成された取得手段と
、
　－　信号処理手段と、
　－　前記取得手段により取得された電気信号を前記信号処理手段に送信するための手段
と、
を備え、
　前記信号処理手段が、前記電気的脳活動を測定するための手段により測定された信号の
中で、前記咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段により測定された信号を検出するよ
うに構成される、装置。
【請求項２】
　三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段をさらに備え、前記取得手段が
また、前記三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段により測定された信号
を同期的に取得するように構成され、前記信号処理手段がまた、前記三角筋群又は僧帽筋
群の電気活動を測定するための手段により測定された信号の中で所定の運動に相関した信
号を検出するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　眼の運動を測定するための手段をさらに備え、前記取得手段がまた、前記眼の運動を測
定するための手段により測定された信号を同期した様態で取得するように構成され、前記
信号処理手段がまた、前記電気的脳活動を測定するための手段により測定された信号の中
で前記眼の運動を測定するための手段により測定された信号を検出するように構成される
、請求項１又は請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　電気的心筋活動を測定するための手段をさらに備え、前記取得手段がまた、前記電気的
心筋活動を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得するように構成され
、前記信号処理手段がまた、電気的心筋活動を測定するための手段により測定された信号
の中で心拍を検出するように構成される、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　呼吸筋活動を測定するための手段をさらに備え、前記取得手段がまた、前記呼吸筋活動
を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得するように構成され、前記信
号処理手段がまた、前記電気的心筋活動を測定するための手段により測定された信号の中
で前記呼吸筋活動を測定するための手段により測定された信号に相関した寄生信号を検出
するように構成される、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　外部電磁干渉を測定するための手段をさらに備え、前記取得手段がまた、前記外部電磁
干渉を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得するように構成され、前
記信号処理手段がまた、前記電気的脳活動を測定するための手段により測定された信号の
中で前記外部電磁干渉を測定するための手段により測定された信号を検出するように構成
される、請求項１乃至５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　運動を測定するための手段をさらに備え、前記取得手段がまた、前記運動を測定するた
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めの手段により測定された信号を同期的に取得するように構成され、前記信号処理手段が
また、前記電気的心筋活動を測定するための手段により測定された信号の中で前記運動を
測定するための手段により測定された信号に相関した寄生信号を検出するように構成され
る、請求項１乃至６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　血液酸素濃度を測定するための手段、及び／又は電磁放射線、特に可視電磁放射線を測
定するための手段、及び／又は体温を測定するための手段をさらに備える、請求項１乃至
７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるのに適した衣類の帽子型
アイテム（１）を含み、前記衣類の帽子型アイテム（１）が、電気的脳活動を測定するた
めの手段と、咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段とを備え、前記電気的脳活動を測
定するための手段が、複数の導電性電極を含み、前記咀嚼筋群の電気活動を測定するため
の手段が、少なくとも１つの導電性電極を含む、請求項１乃至８のいずれか一項に記載の
装置。
【請求項１０】
　被検者の胸部上に着用されるのに適した衣類のベスト型アイテム（２）を含み、前記衣
類のベスト型アイテム（２）が、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段
、電気的心筋活動を測定するための手段、及び／又は呼吸筋活動を測定するための手段を
備え、前記三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段が、複数の導電性電極
を含み、前記心筋活動を測定するための手段が、少なくとも１つの導電性電極を含み、前
記呼吸筋活動を測定するための手段が、好ましくは胸郭の広がりを測定するための容量性
手段を含むテキスタイル弾性ストリップ（２．４）を含む、請求項２乃至９のいずれか一
項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記衣類の帽子型アイテム（１）又は前記衣類のベスト型アイテム（２）が、衣類のテ
キスタイルアイテムであり、前記導電性電極が、前記テキスタイル衣類のアイテム内に又
はアイテム上に織られた、編まれた、ステッチされた、蒸着された、又はプリントされた
テキスタイル電極を含む、請求項９又は１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記信号処理手段がメモリユニットを含み、前記メモリユニットが神経マーカを備え、
前記信号処理手段が、前記神経マーカに基づいて、前記電気的脳活動を測定するための手
段により測定された信号の中で神経的障害を識別するように構成される、請求項１乃至１
１のいずれか一項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検者の電気生理学的活動をモニタリングするための装置に関する。特に、
本発明は、被検者により着用されるのに適した、前記被検者の電気生理学的活動のモニタ
リングを可能にする、衣類の少なくとも１つのアイテムを含む装置に関する。前記装置は
、特に、電気的脳活動の測定を必要とする神経的又は生理的疾患又は障害の診断又はモニ
タリングを可能にするように構成される。
【背景技術】
【０００２】
　患者の生理的状態をモニタリングするためにスマート衣類のアイテムに一体化されたセ
ンサ（ＥＥＧ、ＥＣＧ、ＥＭＧなど）により測定されたデータのストリームを処理するこ
とを可能にする前記衣類のアイテムの使用に基づく医療機器が、従来技術から、特に、仏
国特許出願ＦＲ３００８３００により公知である。この装置は、オンボードの電子ハウジ
ング及びバッテリを装備し、データをモバイルデバイス又はリモートサーバに自動的に送
信する。データストリームは、モバイルデバイス又はリモートサーバにより分析され、そ
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れにより、異常な信号が観測される場合に、イベントの記録又は警報などの種々のアクシ
ョンをトリガすることができる。
【０００３】
　しかしながら、この装置は、生体電気信号分析において制限を有する。実際は、ＥＥＧ
センサにより電気的脳活動を測定することにより得られる信号は非常に弱い。したがって
、これらの信号は、干渉を受けるリスクが高い。この干渉は変化することがある。これは
、筋活動（特に、心筋又は咀嚼筋群）などの他の電気生理学的活動によって、並びに、高
周波数ヘルツ波及び静電気型又は低周波数型干渉によって引き起こされる場合がある。電
源電圧はまた、測定された信号上に５０Ｈｚ又は６０Ｈｚのノイズを発生しやすい。
【０００４】
　この干渉は、解釈が、技術者又は医師により手動で行われるか、又はアルゴリズムによ
り電子的に行われるかに関係なく、信号の処理及び解釈を妨げる。この干渉は、警報のキ
ャラクタライゼーションを不可能にする、誤診させる、又は条件付きでそのような問題を
起こすに至る場合がある。
【０００５】
　被検者の脳活動により生じる信号の取得のための脳波計と咀嚼筋群の活動により生成さ
れる信号の取得のための筋内電極とを備える装置を説明する、Ｇｉｚｅｌらによる文献（
“Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｆ　ｔｏｎｉｃ　ｍｕｓｃｌｅ　ａｃｔｉｖｉｔｙ　ｏ
ｎ　ｔｈｅ　ＥＥＧ：　ａ　ｓｉｎｇｌｅ　ｍｏｔｏｒ　ｕｎｉｔ　ｓｔｕｄｙ”，Ｆｒ
ｏｎｔｉｅｒｓ　ｉｎ　ｈｕｍａｎ　ｎｅｕｒｏｓｃｉｅｎｃｅ，２０１４，ｖｏｌ．８
）が従来技術から公知である。Ｇｉｚｅｌらは、ＥＥＧ信号における咀嚼筋群の活動に関
連したアーチファクトを検出するために筋内電極により取得される信号を用いることを説
明している。しかしながら、この装置は、咀嚼筋群に挿入されなければならない侵襲的な
電極を用いるという制限を有する。
【０００６】
　被検者に特異的な発作の起始を検出するためのシステムを説明する米国特許出願ＵＳ２
０１１／２５７５１７も従来技術から公知である。前述のシステムは、電気的脳活動の取
得のための手段と、咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段とを備える。しかしながら
、このシステムは、咀嚼筋群の電気活動によって引き起こされる電気的脳信号における干
渉を検出することに適していない。
【０００７】
　被検者の電気的脳活動の取得のためのシステムを説明する米国特許出願ＵＳ２０１２／
２０３０７９が従来技術から公知である。前述のシステムは、電気的脳活動を検出するた
めの電極と、アーチファクトの取得のための電極とを備える。しかしながら、ＵＳ２０１
２／２０３０７９により説明される電極は、被検者の体に埋め込まれ、したがって、この
ようなシステムの使用は、前述の電極を埋め込む侵襲的なステップを含む。
【０００８】
　被検者の電気的脳及び筋活動の取得のための手段を備えるシステムを説明する米国特許
出願ＵＳ２０１２／２０３１３３も従来技術から公知である。しかしながら、前述のシス
テムは、電気的脳信号に存在する筋活動に関連したアーチファクトを検出するためのモジ
ュールを組み込んでいないという制限を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、本発明の目的は、従来技術の主な欠点に対処するのに適した、被検者の電
気生理学的活動をモニタリングするための装置を提供することである。特に、本発明は、
信号が妨害される期間を検出することにより、及び、患者の状態のマーカの優れた解釈の
ために複数の生体信号の結合を可能にすることにより、測定された信号の信頼できる分析
を可能にする。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　本発明は、被検者の電気生理学的活動をモニタリングするための、特にてんかんを診断
又はモニタリングするための装置であって、
　－　電気的脳活動を測定するための手段と、
　－　咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段であって、前記咀嚼筋群の電気活動を測
定するための手段は、テキスタイル要素に一体化された少なくとも１つの表面電極を含み
、前記テキスタイル要素は、前記少なくとも１つの電極を被検者の頭部の一部と接触した
状態に保持するための手段を含む手段と、
　－　前記電気的脳活動を測定するための手段により、及び前記咀嚼筋群の電気活動を測
定するための手段により測定された信号を同期して取得するように構成された取得手段と
、
　－　信号処理手段と、
　－　前記取得手段により取得された電気信号を前記信号処理手段に送信するための手段
と、
を備え、
　前記信号処理手段が、前記電気的脳活動を測定するための手段により測定された信号の
中で、前記咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段により測定された信号を検出するよ
うに構成される、装置に関する。
【００１１】
　一実施形態によれば、装置はさらに、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するため
の手段を備え、取得手段はまた、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段
により測定された信号を同期的に取得するように構成され、信号処理手段はまた、三角筋
群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段により測定された信号の中で所定の運動
に相関した信号を検出するように構成される。
【００１２】
　一実施形態によれば、装置はさらに、眼の運動を測定するための手段を備え、取得手段
はまた、眼の運動を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得するように
構成され、信号処理手段はまた、電気的脳活動を測定するための手段により測定された信
号の中で眼の運動を測定するための手段により測定された信号を検出するように構成され
る。
【００１３】
　一実施形態によれば、装置はさらに、電気的心筋活動を測定するための手段を備え、取
得手段はまた、電気的心筋活動を測定するための手段により測定された信号を同期的に取
得するように構成され、信号処理手段はまた、電気的心筋活動を測定するための手段によ
り測定された信号の中で心拍を検出するように構成される。
【００１４】
　一実施形態によれば、装置はさらに、呼吸筋活動を測定するための手段を備え、取得手
段はまた、呼吸筋活動を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得するよ
うに構成され、信号処理手段はまた、電気的心筋活動を測定するための手段により測定さ
れた信号の中で呼吸筋活動を測定するための手段により測定された信号に相関した寄生信
号を検出するように構成される。
【００１５】
　一実施形態によれば、装置はさらに、外部電磁干渉を測定するための手段を備え、取得
手段はまた、外部電磁干渉を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得す
るように構成され、信号処理手段はまた、電気的脳活動を測定するための手段により測定
された信号の中で外部電磁干渉を測定するための手段により測定された信号を検出するよ
うに構成される。
【００１６】
　一実施形態によれば、装置はさらに、運動を測定するための手段を備え、取得手段はま
た、運動を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得するように構成され
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、信号処理手段はまた、電気的心筋活動を測定するための手段により測定された信号の中
で運動を測定するための手段により測定された信号に相関した寄生信号を検出するように
構成される。
【００１７】
　一実施形態によれば、装置はさらに、血液酸素濃度を測定するための手段、及び／又は
電磁放射線、特に可視電磁放射線を測定するための手段、及び／又は体温を測定するため
の手段を備える。
【００１８】
　一実施形態によれば、装置は、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用
されるのに適した衣類の帽子型アイテムを含み、前記衣類の帽子型アイテムは、電気的脳
活動を測定するための手段と、咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段とを備え、前記
電気的脳活動を測定するための手段は、複数の導電性電極を含み、前記咀嚼筋群の電気活
動を測定するための手段は、少なくとも１つの導電性電極を含む。
【００１９】
　一実施形態によれば、装置は、被検者の胸部上に着用されるのに適した衣類のベスト型
アイテムを含み、前記衣類のベスト型アイテムは、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測
定するための手段、電気的心筋活動を測定するための手段、及び／又は呼吸筋活動を測定
するための手段を備え、前記三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段は、
複数の導電性電極を含み、前記心筋活動を測定するための手段は、少なくとも１つの導電
性電極を含み、前記呼吸筋活動を測定するための手段は、好ましくは胸郭の広がりを測定
するための容量性手段を含むテキスタイル弾性ストリップを含む。
【００２０】
　一実施形態によれば、衣類の帽子型アイテム又は衣類のベスト型アイテムは、衣類のテ
キスタイルアイテムであり、導電性電極は、前記テキスタイル衣類のアイテム内に又はア
イテム上に織られた、編まれた、ステッチされた、蒸着された、又はプリントされたテキ
スタイル電極を含む。
【００２１】
　一実施形態によれば、前記信号処理手段はメモリユニットを含み、前記メモリユニット
は神経マーカを備え、信号処理手段は、神経マーカに基づいて、電気的脳活動を測定する
ための手段により測定された信号の中で神経的障害を識別するように構成される。
【００２２】
　定義
　本発明では、以下の用語は、以下のように定義される：
　「～のレベルで」は、～の高さで、を意味する。したがって、単なる例として、乳様突
起のレベルで着用されるのに適した衣類のアイテムは、乳様突起の皮膚を覆う又は乳様突
起の皮膚の上に重なるのに適した衣類のアイテムである。
【００２３】
　「テキスタイル電極」は、衣類のアイテム内に又はアイテム上に織られた、編まれた、
ステッチされた、蒸着された、又はプリントされた導電性ワイヤ又は導電性材料で被覆さ
れたワイヤからなる電極を意味する。一実施形態によれば、ワイヤは、金属ワイヤ又は金
属コーティングで被覆されたワイヤであり、特に、ワイヤは、銀ワイヤ又は銀被覆ワイヤ
であり得る。一実施形態によれば、ワイヤは、カーボンワイヤ、若しくは金属ナノチュー
ブ又はナノ粒子などの導電性粒子を含むワイヤである。一実施形態によれば、ワイヤは、
ポリアニリンなどの本質的に導電性材料で被覆される。
【００２４】
　「咀嚼筋群」は、咀嚼中の下顎の運動、したがって顎の上げ下げを可能にする筋群を意
味する。
【００２５】
　「衣類の帽子型アイテム」は、被検者の頭皮を覆う、妥当な場合は頭髪などの毛と接触
した状態で、皮膚に隣接して着用されるテキスタイル衣類のアイテムを意味し、特に帽子
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を含む。
【００２６】
　「衣類のベスト型アイテム」は、被検者の胸部を覆う、妥当な場合は毛と接触した状態
で、皮膚に隣接して着用されるテキスタイル衣類のアイテムを意味し、特に、同様に良好
に長袖、半袖、又は袖なしであり得る、ベスト、Ｔシャツ、又はタンクトップを含む。
【００２７】
　「信号処理手段」は、少なくとも１つのマイクロプロセッサ、少なくとも１つの集積回
路、少なくとも１つの電子基板、及び少なくとも１つのマイクロコントローラを意味する
。この信号処理手段は、オンボードコンピュータとモバイルデバイス及びリモートサーバ
などの外部コンピューティング手段とを含むアセンブリを含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施形態に係る衣類の帽子型アイテム１の図である。
【図２Ａ】本発明の一実施形態に係る衣類のベスト型アイテム２の正面図である。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態に係る衣類のベスト型アイテム２の背面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明は、被検者の電気生理学的活動をモニタリングするための、特に、電気的脳活動
の測定を必要とする神経的又は生理的疾患又は障害を診断又はモニタリングするための、
特にてんかんを診断又はモニタリングするための装置に関する。
【００３０】
　本発明に係る装置は、電気的脳活動を測定するための手段、咀嚼筋群の電気活動を測定
するための手段、取得手段、送信手段、及び信号処理手段を備える。
【００３１】
　取得手段は、電気的脳活動を測定するための手段により測定された信号と咀嚼筋群の電
気活動を測定するための手段より測定された信号を同期的に取得するように構成される。
【００３２】
　これらの信号の同期した取得は、同じ日付けでの又は同じ時間ｔでの比較を可能にする
。
【００３３】
　送信手段は、取得手段により取得された電気信号を信号処理手段に送信するように構成
される。一実施形態では、信号処理手段は、この装置から遠隔にあり、無線で接続される
。一実施形態では、信号処理手段は、この装置から遠隔にあり、有線の様態で接続される
。
【００３４】
　一実施形態では、装置は、複数の取得手段、送信手段、及び信号処理手段を備える。
【００３５】
　信号処理手段は、電気的脳活動を測定するための手段により測定された信号の中で咀嚼
筋群の電気活動を測定するための手段により測定された信号を検出するように構成される
。これらの信号は、その後、インタープリタがそれらを明確にそういうものとして識別す
るように、電気的脳信号において減衰又は強調され得る。この検出は、個々の成分への及
び主成分への分解（ＩＣＡ及びＰＣＡ）、又は実際は、当業者に公知の相関分析を用いる
。
【００３６】
　電気的脳活動信号の低い強度の観点から、測定される信号は、寄生信号、特に、その強
度及びその脳との近接性に起因して、咀嚼筋群により放出される電気信号との「コンタミ
」が頻繁に起こる。したがって、電気的脳活動信号の信頼できる分析を可能にするべく、
電気的脳活動信号を他の寄生信号と区別する必要がある。
【００３７】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、電気的筋活動を測定するための手段を
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備える。この実施形態は、特に、特定のてんかん発作中に起こる反復性の筋運動を検出す
ることを可能にする。これらの運動は、「間代」型運動、若しくは関連する運動を伴う又
は伴わない激しい突然の筋収縮であり得る。したがって、観察される筋症状により、特に
、医療関係者が、てんかんのタイプ：例えば焦点性てんかん又は全般性てんかんを識別す
ることが可能である。この実施形態では、取得手段はまた、電気的筋活動を測定するため
の手段により測定された信号を同期的に取得するように構成され、信号処理手段はまた、
電気的筋活動を測定するための手段により測定された信号の中で所定の運動、特に、突然
の、痙攣した、又は反復性の運動に相関した信号を検出するように構成される。この検出
は、当業者に公知の振幅復調技術を用いて実行され得る。
【００３８】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測
定するための手段を備える。この実施形態は、特に、特定のてんかん発作中に起こる反復
性の筋運動を検出することを可能にする。これらの運動は、「間代」型運動、若しくは関
連する運動を伴う又は伴わない激しい突然の筋収縮であり得る。したがって、観察される
筋症状により、特に、医療関係者が、てんかんのタイプ：例えば焦点性てんかん又は全般
性てんかんを識別することが可能である。この実施形態では、取得手段はまた、三角筋群
又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得する
ように構成され、信号処理手段はまた、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するため
の手段により測定された信号の中で所定の運動、特に、突然の、痙攣した、又は反復性の
運動に相関した信号を検出するように構成される。この検出は、当業者に公知の振幅復調
技術を用いて実行され得る。
【００３９】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、眼の運動（又は眼電図）を測定するた
めの手段を備える。この実施形態は、特に、電気的脳活動を測定するための手段により測
定された信号の中で眼の運動に起因する寄生信号を識別することを可能にする。一実施形
態では、取得手段はまた、眼の運動を測定するための手段により測定された信号を同期的
に取得するように構成され、信号処理手段はまた、電気的脳活動を測定するための手段に
より測定された信号の中で眼の運動を測定するための手段により測定された信号を検出す
るように構成される。この検出は、個々の成分への及び主成分への分解（ＩＣＡ及びＰＣ
Ａ）、又は実際は、当業者に公知の相関分析を用いる。
【００４０】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、電気的心筋活動を測定するための手段
を備える。この実施形態では、取得手段はまた、電気的心筋活動を測定するための手段に
より測定された信号を同期的に取得するように構成され、信号処理手段はまた、電気的心
筋活動を測定するための手段により測定された信号の中で心拍又は心拍数変動を検出する
ように構成される。この検出は、当業者に公知のＱＲＳピーク検出アルゴリズムを使用し
、その中でも単なる例として、Ｅｌ－Ｇｅｎｄｉアルゴリズム又はＰａｎ－Ｔｈｏｍｐｋ
ｉｎｓアルゴリズムの名が挙げられ得る。一実施形態によれば、信号処理手段はまた、電
気的脳活動信号における心臓活動に起因する異常を識別するように構成される。この検出
は、個々の成分への及び主成分への分解（ＩＣＡ及びＰＣＡ）、又は実際は、当業者に公
知の相関分析を用いる。
【００４１】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、呼吸筋活動を測定するための手段を備
える。この実施形態では、取得手段はまた、呼吸筋活動を測定するための手段により測定
された信号を同期的に取得するように構成される。
【００４２】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、電気的心筋活動を測定するための手段
と、呼吸筋活動を測定するための手段とを備える。この実施形態では、取得手段はまた、
電気的心筋活動を測定するための手段により測定された信号と呼吸筋活動を測定するため
の手段により測定された信号を同期的に取得するように構成され、信号処理手段はまた、
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電気的心筋活動を測定するための手段により測定された信号の中で呼吸筋活動を測定する
ための手段により測定された信号に相関した寄生信号を検出するように構成される。この
検出は、個々の成分への及び主成分への分解（ＩＣＡ及びＰＣＡ）、又は実際は、当業者
に公知の相関分析を用いる。一実施形態では、信号処理手段は、電気的心筋活動を測定す
るための手段により測定された信号に基づいて、呼吸活動を識別するように構成される。
実際は、心臓は呼吸中に機械的ストレスを受け、この理由のため、心拍間のインターバル
が呼吸の関数として変化し、心拍の振幅が呼吸中に変化する。したがって、電気的心筋活
動を測定するための手段により測定された信号によって呼吸を推定することが可能である
。
【００４３】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、外部電磁干渉を測定するための手段を
備える。この実施形態では、取得手段はまた、外部電磁干渉を測定するための手段により
測定された信号を同期的に取得するように構成され、信号処理手段はまた、電気的脳活動
を測定するための手段により測定された信号の中で外部電磁干渉を測定するための手段に
より測定された信号を検出するように構成される。この検出は、個々の成分への及び主成
分への分解（ＩＣＡ及びＰＣＡ）、又は実際は、当業者に公知の相関分析を用いる。一実
施形態によれば、信号処理手段はまた、電気的脳活動を測定するための手段により測定さ
れた信号から、電磁干渉を測定するための手段により測定された信号を除去するように構
成される。この除去は、個々の成分への及び主成分への分解（ＩＣＡ及びＰＣＡ）を用い
て実行され得る。
【００４４】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、運動を測定するための手段を備える。
この実施形態では、取得手段はまた、運動を測定するための手段により測定された信号を
同期的に取得するように構成される。一実施形態によれば、運動を測定するための手段は
、加速度計である。一実施形態によれば、信号処理手段は、運動を測定するための手段に
より測定された信号に基づいて身体運動を検出するように構成される。一実施形態によれ
ば、信号処理手段は、運動を測定するための手段により測定された信号に基づいて被検者
のエネルギー消費量を計算するように構成される。一実施形態によれば、信号処理手段は
、運動を測定するための手段により測定された信号に基づいて被検者の運動及び姿勢を識
別するように構成される。これらの動作は、３軸、６軸、又は９軸加速度計を用いて実行
される。これらの信号は、次いで、信号処理（フィルタリング、積分、閾値化）及びモデ
ルに対する分類方法に従って分析される。この分析は当業者に公知であり、結果的に、被
検者の姿勢、エネルギー消費量の分類（被検者の体重を知る）、及び被検者のエネルギー
消費量の推定をもたらす。
【００４５】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、電気的心筋活動を測定するための手段
と、運動を測定するための手段とを備える。この実施形態では、運動を測定するための手
段は、被検者の運動を測定するように構成され、取得手段はまた、電気的心筋活動を測定
するための手段により測定された信号と運動を測定するための手段により測定された信号
を同期的に取得するように構成される。一実施形態によれば、運動を測定するための手段
は、加速度計である。一実施形態によれば、信号処理手段はまた、電気的心筋活動を測定
するための手段により測定された信号の中で運動を測定するための手段により測定された
信号に相関した寄生信号を検出するように構成される。この検出は、個々の成分への及び
主成分への分解（ＩＣＡ及びＰＣＡ）、又は実際は、当業者に公知の相関分析を用いる。
【００４６】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、電磁放射線を測定するための手段、好
ましくは可視範囲内の電磁放射線を測定するための手段を備える。この実施形態では、取
得手段はまた、電磁放射線を測定するための手段により測定された信号を同期的に取得す
るように構成される。一実施形態によれば、電磁放射線を測定するための手段は、感光セ
ンサである。
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【００４７】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、血液酸素濃度を測定するための少なく
とも１つの手段を備える。この実施形態では、取得手段はまた、血液酸素濃度を測定する
ための手段により測定された信号を同期的に取得するように構成される。一実施形態によ
れば、血液酸素濃度を測定するための手段は、皮膚と接触する光学センサである。
【００４８】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、体温を測定するための手段を備える。
この実施形態では、取得手段はまた、体温を測定するための手段により測定された信号を
同期的に取得するように構成される。
【００４９】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、装置と結合された外部カメラ、若しく
はスマートフォン、タブレット、又はコンピュータ型装置に一体化されたカメラのいずれ
かであるカメラなどの外部ビデオ記録手段を備える。この実施形態では、取得手段はまた
、外部ビデオ記録手段により測定された信号を同期的に取得するように構成される。
【００５０】
　一実施形態によれば、信号処理手段はメモリユニットを含み、前記メモリユニットは、
神経マーカ、特にてんかんマーカを備え、信号処理手段は、神経マーカ、特にてんかんマ
ーカに基づいて、電気的脳活動を測定するための手段により測定された信号の中で神経活
動、特にてんかん活動を識別するように構成される。この識別は、ニューラルネットワー
ク分析に基づくてんかん活動認識アルゴリズムを用い得る。
【００５１】
　一実施形態によれば、本発明に係る装置はまた、少なくとも１つのリモートストレージ
手段と、前記少なくとも１つのクラウドコンピューティング又はリモートサーバ型リモー
トストレージ手段に通信するための手段を備える。
【００５２】
　一実施形態によれば、信号処理手段は、電子データコレクションを介して医療処置の副
作用を識別する又は注釈付けするように構成される。このコレクションは、直接的（ソフ
トウェアアプリケーションでの被検者のデータの入力）又は間接的（第三者コンピューテ
ィングシステムを介したコレクション）であり得る。特に、副作用は、結果的に、電気的
心筋活動、電気的脳活動、咀嚼筋群の電気活動、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動、呼吸
筋活動、電気的筋活動、血液酸素濃度、及び／又は体温の変化を生じる。
【００５３】
　一実施形態によれば、信号処理手段は、取得手段により取得された種々の信号に基づい
て被検者の睡眠周期を識別するように構成される。
【００５４】
　図１に例示される一実施形態では、本発明に係る装置は、被検者の頭部上に且つ被検者
の咀嚼筋群のレベルで着用されるのに適した衣類の帽子型アイテム１である。１つの好ま
しい実施形態によれば、本発明に係る装置は、被検者の頭部上に、被検者の咀嚼筋群のレ
ベルで及び少なくとも１つの乳様突起のレベルで着用されるのに適した衣類の帽子型アイ
テム１である。前記衣類の帽子型アイテム１は、電気的脳活動を測定するための手段と、
咀嚼筋群の電気活動を測定するための手段とを備える。
【００５５】
　一実施形態では、被検者の頭部上に被検者１の咀嚼筋群のレベルで着用されるのに適し
た衣類の帽子型アイテム１は、電気的脳活動を測定するのに適した複数の導電性電極１．
１と、咀嚼筋群の電気活動を測定するのに適した少なくとも１つの導電性電極１．２とを
備える。一実施形態によれば、前記導電性電極は、使用のためにゲルを必要としない導電
性電極であり、優先的には、前記導電性電極は、乾式導電性電極である。一実施形態によ
れば、電気的脳活動を測定するのに適した複数の導電性電極１．１は、イオンゲルを備え
る乾式導電性電極である。一実施形態によれば、電気的脳活動を測定するための手段は、
複数の容量性電極である。
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【００５６】
　一実施形態によれば、電気的脳活動を測定するのに適した複数の導電性電極１．１は、
国際１０－２０法に従って配置される。代替的に、電気的脳活動を測定するのに適した複
数の導電性電極１．１は、１０－１０法又は１０－５法などの任意の他の方法に従って配
置され得る。
【００５７】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１は、電気的脳活動を測定するのに適した２１の導電性電
極１．１を備え、前記導電性電極は、好ましくは、国際１０－２０法に従って位置決めさ
れる。
【００５８】
　１つの代替的な実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで
着用されるのに適した衣類の帽子型アイテム１は、電気的脳活動を測定するのに適した複
数の導電性電極１．１を受け入れるのに適した複数のスロットを備える。
【００５９】
　一実施形態によれば、咀嚼筋群の電気活動を測定するのに適した少なくとも１つの導電
性電極１．２は、衣類の帽子型アイテム１が被検者により着用されるときに下顎のレベル
に位置決めされるように衣類の帽子型アイテム１上に存在する。この実施形態によれば、
衣類の帽子型アイテム１は、衣類の帽子型アイテム１が被検者により着用されるときに咀
嚼筋群のレベルに位置決めされるのに適した少なくとも１つのテキスタイル部分を備える
。この実施形態では、咀嚼筋群の電気活動を測定するのに適した少なくとも１つの導電性
電極１．２は、前記少なくとも１つのテキスタイル部分に配置されるテキスタイル電極で
ある。
【００６０】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１は、衣類の帽子型アイテム１が被検者により着用される
ときに下顎のレベルに位置決めされるように衣類の帽子型アイテム１上に存在する、咀嚼
筋群の電気活動を測定するのに適した２つの導電性電極１．２を備える。
【００６１】
　一実施形態によれば、衣類の帽子型アイテム１は、衣類の帽子型アイテム１が被検者に
より着用されるときに被検者の頭部の両側で下顎のレベルに位置決めされるのに適した少
なくとも２つのテキスタイル部分を備える。一実施形態では、咀嚼筋群の電気活動を測定
するのに適した２つの導電性電極１．２は、それぞれ２つのテキスタイル部分のうちの１
つに配置される、２つのテキスタイル電極である。一実施形態では、咀嚼筋群の電気活動
を測定するのに適した２つの導電性電極１．２は、同じテキスタイル部分に配置される２
つのテキスタイル電極である。一実施形態によれば、前記導電性電極は、使用のためにゲ
ルを必要としない導電性電極であり、優先的には、前記導電性電極は、乾式導電性電極で
ある。
【００６２】
　一実施形態によれば、咀嚼筋群の電気活動を測定するのに適した導電性電極１．２はテ
キスタイル電極である。
【００６３】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１はまた、電位の差を測定するべく衣類の帽子型アイテム
１の電極に関する参照として作用する少なくとも１つの参照電極１．３を備える。一実施
形態によれば、この少なくとも１つの参照電極１．３は、衣類の帽子型アイテム１が被検
者により着用されるときに被検者の耳のうちの１つの後ろに位置決めされるように衣類の
帽子型アイテム１上に存在する。一実施形態によれば、この少なくとも１つの参照電極１
．３は、衣類の帽子型アイテム１が被検者により着用されるときに被検者の乳様突起のレ
ベルに位置決めされるように衣類の帽子型アイテム１上に存在する。
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【００６４】
　一実施形態によれば、前記少なくとも１つの参照電極は、使用のためにゲルを必要とせ
ず、優先的には、前記少なくとも１つの参照電極は、乾式導電性電極である。一実施形態
によれば、少なくとも１つの参照電極は、テキスタイル電極である。
【００６５】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１はまた、電気的心筋活動を測定するための手段を備える
。一実施形態では、測定は、少なくとも１つの導電性電極により実行され得る。一実施形
態では、測定は、オキシメータなどの光学装置を用いるフォトプレチスモグラフィにより
実行され得る。
【００６６】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１はまた、血液酸素濃度を測定するための手段を備える。
一実施形態によれば、血液酸素濃度を測定するための手段は、衣類の帽子型アイテム１が
被検者により着用されるときに被検者の耳の中に又は耳の上に又は首のレベルの皮膚上に
位置決めされるように衣類の帽子型アイテム１上に存在するオキシメータである。
【００６７】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１はまた、電磁放射線を測定するための手段を備える。
【００６８】
　一実施形態によれば、衣類の帽子型アイテム１は、眼の運動を測定するのに適した複数
の導電性電極を備える。
【００６９】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１はまた、運動を測定するための手段を備える。
【００７０】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１はまた、外部電磁干渉を測定するための手段を備える。
【００７１】
　一実施形態によれば、被検者の頭部上に且つ被検者の咀嚼筋群のレベルで着用されるの
に適した衣類の帽子型アイテム１はまた、被検者の体温を測定するための手段を備える。
【００７２】
　一実施形態によれば、衣類の帽子型アイテム１はまた、電気信号取得手段、信号処理手
段、及び送信手段を備える電子システム１．５を受け入れるのに適したスペースを備える
。一実施形態によれば、衣類の帽子型アイテム１はまた、電子システムの電力供給を可能
にするバッテリ１．４を受け入れるのに適したスペースを備える。
【００７３】
　図２Ａ及び図２Ｂに例示される一実施形態では、本発明に係る装置はまた、被検者の胸
部上に着用されるのに適した衣類のベスト型アイテム２を備える。前記衣類のベスト型ア
イテム２は、三角筋群又は僧帽筋群の電気活動を測定するための手段、電気的心筋活動を
測定するための手段、及び／又は呼吸筋活動を測定するための手段を備える。
【００７４】
　一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、三角筋群２．１又は僧帽筋群２．
２の電気活動を測定するのに適した複数の導電性電極を備える。一実施形態によれば、三
角筋群２．１又は僧帽筋群２．２の電気活動を測定するための手段は、使用のためにゲル
を必要としない複数の導電性電極を含む。一実施形態によれば、三角筋群又は僧帽筋群の
電気活動を測定するための手段は、複数の乾式導電性電極を含む。一実施形態によれば、
衣類のベスト型アイテム２は、三角筋群の電気活動を測定するのに適した、２、３、４、
６、８、１０、１２以上、優先的には４つの導電性電極２．１を備える。１つの優先的な
実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、右三角筋群の電気活動を測定するのに
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適した２つの導電性電極と、左三角筋群の電気活動を測定するのに適した２つの導電性電
極とを備える。一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、僧帽筋群の電気活動
を測定するのに適した２、３、４、６、８、１０、１２以上、優先的には４つの導電性電
極２．２を備える。１つの優先的な実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、右
僧帽筋群の電気活動を測定するのに適した２つの導電性電極と、左僧帽筋群の電気活動を
測定するのに適した２つの導電性電極とを備える。
【００７５】
　一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、三角筋群及び／又は僧帽筋群のレ
ベルで着用されるのに適しており、衣類のベスト型アイテム２が被検者により着用される
ときに三角筋群又は僧帽筋群のレベルに位置決めされるように衣類のベスト型アイテム２
上に存在する複数の導電性電極導電体を備える。
【００７６】
　一実施形態によれば、三角筋群の電気活動を測定するのに適した導電性電極２．１又は
僧帽筋群の電気活動を測定するのに適した導電性電極２．２は、テキスタイル電極である
。
【００７７】
　一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、電気的心筋活動を測定するのに適
した複数の電極２．３を備える。一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、電
気的心筋活動を測定するのに適した、２、４、６、８、１２以上、優先的には２つの導電
性電極２．３を備える。一実施形態によれば、電気的心筋活動を測定するための手段は、
使用のためにゲルを必要としない複数の導電性電極を含む。一実施形態によれば、電気的
心筋活動を測定するための手段は、複数の乾式導電性電極を含む。一実施形態によれば、
電気的心筋活動を測定するための手段は、複数の容量性電極を含む。
【００７８】
　一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、心筋のレベルで着用されるのに適
しており、衣類のベスト型アイテム２が被検者により着用されるときに心筋のレベルに位
置決めされるように衣類のベスト型アイテム２上に存在する複数の導電性電極を備える。
一実施形態によれば、前記導電性電極は、使用のためにゲルを必要としない導電性電極で
あり、優先的には、前記導電性電極は、乾式導電性電極である。
【００７９】
　一実施形態によれば、電気的心筋活動を測定するのに適した導電性電極２．３はテキス
タイル電極である。
【００８０】
　一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２はまた、電位の差を測定するべく衣類
のベスト型アイテム２の電極に関する参照として作用する少なくとも１つのグラウンド２
．７を備える。
【００８１】
　一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２は、呼吸筋活動を測定するのに適した
、衣類のベスト型アイテム２に織られた、編まれた、又はステッチされた、テキスタイル
弾性ストリップ２．４を備える。一実施形態によれば、前記弾性ストリップ２．４は、胸
郭の広がり、すなわち、胸郭直径の変化を測定するための容量性手段を含む。一実施形態
によれば、衣類のベスト型アイテム２は、胸郭のレベルで着用されるのに適しており、衣
類のベスト型アイテム２が被検者により着用されるときに胸郭のレベルに位置決めされる
ように衣類のベスト型アイテム２上に存在するテキスタイル弾性ストリップ２．４を備え
る。
【００８２】
　一実施形態によれば、被検者の胸部上に着用されるのに適した衣類のベスト型アイテム
２はまた、血液酸素濃度を測定するための手段を備える。一実施形態によれば、血液酸素
濃度を測定するための手段は、衣類のベスト型アイテム２が被検者により着用されるとき
に被検者の胸部、背中、又は肩の筋群上に位置決めされるように衣類のベスト型アイテム
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２上に存在するオキシメータである。
【００８３】
　一実施形態によれば、被検者の胸部上に着用されるのに適した衣類のベスト型アイテム
２はまた、電磁放射線を測定するための手段を備える。
【００８４】
　一実施形態によれば、被検者の胸部上に着用されるのに適した衣類のベスト型アイテム
２はまた、運動を測定するための手段を備える。
【００８５】
　一実施形態によれば、被検者の胸部上に着用されるのに適した衣類のベスト型アイテム
２はまた、外部電磁干渉を測定するための手段を備える。
【００８６】
　一実施形態によれば、被検者の胸部上に着用されるのに適した衣類のベスト型アイテム
２はまた、被検者の体温を測定するための手段を備える。
【００８７】
　一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２はまた、電気信号取得手段、信号処理
手段、及び送信手段を備える電子システム２．５を受け入れるのに適したスペースを備え
る。一実施形態によれば、衣類のベスト型アイテム２はまた、電子システムの電力供給を
可能にするバッテリ２．６を受け入れるのに適したスペースを備える。
【００８８】
　一実施形態によれば、信号処理手段は、衣類の帽子型アイテム１に及び／又は衣類のベ
スト型アイテム２に配置される。一実施形態によれば、信号処理手段は、衣類の帽子型ア
イテム１又は衣類のベスト型アイテム２から或る距離に配置される。
【００８９】
　一実施形態によれば、衣類の帽子型アイテム１の信号処理手段と衣類のベスト型アイテ
ム２の信号処理手段は、衣類の帽子型アイテム１の測定手段により測定された信号と衣類
のベスト型アイテム２の測定手段により測定された信号とを等しく処理できるように接続
される。
【００９０】
　本発明はまた、被検者の電気生理学的活動をモニタリングするための、特にてんかんを
診断又はモニタリングするための装置であって、衣類の帽子型アイテム１及び衣類のベス
ト型アイテム２を含み、衣類の帽子型アイテム１及び衣類のベスト型アイテム２が、それ
ぞれ、被検者の電気生理学的活動を測定するための少なくとも１つの手段、被検者の電気
生理学的活動を測定するための少なくとも１つの手段により測定された信号を同期して取
得するように構成された取得手段、信号処理手段、及び取得手段により取得された電気生
理的信号を前記信号処理手段に送信するための手段を備える、装置に関する。信号処理手
段は、上記の検出動作、識別動作、及び処理動作を実行するように構成される。
【００９１】
　一実施形態によれば、咀嚼筋群により生成される電気信号を測定するための手段は、テ
キスタイル部分に一体化され、前記テキスタイル部分は、被検者の頭部上の帽子を調節す
るのに適した弾性係数を含む。一例によれば、電気信号を測定するための手段は、表面電
極である。
【００９２】
　一実施形態によれば、各表面電極を取り囲むテキスタイル部分は、非導電性であり、電
気絶縁体を形成し得る。
【００９３】
　一実施形態によれば、図１の測定手段１．２は、顔の下部に配置される、特に、頬及び
あごの表面の一部を覆う、テキスタイル要素に一体化される。下側テキスタイル要素は、
顔の両側で左横部分及び右横部分を調節するのに適した取り付け具を含む。メリットは、
異なる被検者の頭部の外形に調節するのに適した方策を与えることである。利点は、電気
信号の取得を強化する、したがって、被検者の頭部上に配列される測定手段により取得さ
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れた信号と電気信号が比較される又は相関される又は差し引かれるときに実行される処理
を強化することである。
【００９４】
　一実施形態によれば、頭頂部を覆う帽子の上部は、２つの層を含む。層は重ね合わされ
、閉鎖されるのに適したスペースを形成する。実施形態の一例によれば、スペースは、電
極を受け入れるように設計される。メリットは、電極ワイヤを見えないようにすることで
ある。一例によれば、帽子は、電極に電力を与える少なくとも１つのバッテリを収容する
、ファブリックに取り付けられた少なくとも１つのハウジングを含む。利点は、自律型に
するために被検者により帽子が着用されるようにすることである。
【００９５】
　一実施形態によれば、テキスタイル要素は、前記電極を被検者と接触した状態に保持す
るための手段を含む。第１のケースによれば、電極は、被検者の顔のどちらかの側で横ス
トリップを保持するための取り付け具を含むストリップにより保持される。さらなるケー
スによれば、電極は、図１に示すように帽子の上部へのテキスタイル要素の取り付けによ
り保持される。後者のケースでは、テキスタイル要素は、顔の下部に沿って延びる帽子の
下側延長部として設計される。
【００９６】
　一実施形態の例によれば、咀嚼筋群により生成される電気信号を測定するための手段の
電極は、脳活動により生成される電気信号を測定するための電極を含む上部を含む帽子の
ストラップに配列される。このストラップは、有利には被検者のあご又は首のレベルで延
びてよい。
【００９７】
　咀嚼筋群により生成される電気信号を測定するための手段により測定された信号は、電
気的脳活動信号を測定するための手段により取得された信号と比較される。この比較は、
その前に、そのフォーマッティング、その増幅、その同期化、そのノイズ除去、又はその
フィルタリングなどの信号処理ステップが付随し得る。
【符号の説明】
【００９８】
　１　　　衣類の帽子型アイテム
　１．１　電気的脳活動を測定するのに適した導電性電極
　１．２　咀嚼筋群の電気活動を測定するのに適した導電性電極
　１．３　参照電極
　１．４　バッテリを受け入れるのに適したスペース
　１．５　電子システムを受け入れるのに適したスペース
　２　　　衣類のベスト型アイテム
　２．１　三角筋群の電気活動を測定するのに適した導電性電極
　２．２　僧帽筋群の電気活動を測定するのに適した導電性電極
　２．３　電気的心筋活動を測定するのに適した導電性電極
　２．４　呼吸筋活動を測定するためのストリップ
　２．５　電子システムを受け入れるのに適したスペース
　２．６　バッテリを受け入れるのに適したスペース
　２．７　衣類のベスト型アイテムのグラウンド
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